
組
長
の
区
費
等
納
入
に
つ
い
て

本
年
4
月
よ
り
Ｊ
Ａ
伊
豆
太
陽
農
協
が
、

県
東
部
地
区
8
Ｊ
Ａ
の
合
併
に
よ
り
「
Ｊ
Ａ

ふ
じ
伊
豆
」
農
協
と
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
伊
豆
太
陽
農
協
の
時
に
は
組
長
が

須
崎
区
の
口
座
に
区
費
等
を
入
金
す
る
際
、

便
宜
上
の
取
扱
い
と
し
て
手
数
料
は
掛
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
合
併
後
は
そ
の
都
度
、

振
込
手
数
料
が
掛
か
り
ま
す
。

よ
っ
て
組
長
が
集
金
し
た
区
費
な
ど
は
区
長

が
受
領
し
会
計
に
て
入
金
処
理
し
ま
す
。

な
お
消
防
協
力
金
の
振
込
に
つ
い
て
ど
の

様
に
取
り
扱
う
か
な
ど
課
題
も
あ
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
須
崎
区
合
同
会
議

例
年
須
崎
区
で
は
年
度
初
め
に
区
運
営
に

係
る
各
種
団
体
役
員
を
招
集
し
て
、
当
該
年

度
の
各
団
体
役
員
の
顔
合
わ
せ
と
行
事
計
画

の
聞
合
せ
な
ど
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
年
も
同
様
に
合
同
会
議
を
実
施
し
併
せ
て

津
島
神
社
例
大
祭
に
つ
い
て
も
意
見
交
換
を

し
て
開
催
の
可
否
を
決
定
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、
関
係

役
員
に
は
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
日
時
・
場
所
〉

５
月
27
日
（
金
）
６
時
３
０
分
か
ら

須
崎
漁
民
会
館

ホ
ー
ル
に
て
開
催

〈
参
加
依
頼
団
体
〉

①
協
議
会
、
②
組
長
会
、
③
老
人
会
水
仙
ク

ラ
ブ
、
④
女
性
の
会
、
⑤
消
防
団
、
⑥
青
少

年
育
成
会
、
⑦
子
ど
も
会
、
⑧
猪
駆
除
の
会
、

⑨
乙
女
桜
の
会
、
⑩
民
生
児
童
委
員
、
⑪
わ

ら
い
の
輪
の
会
、
⑫
ね
こ
サ
ポ
の
会
、

大
雨
な
ど
で
法
面
の
崩
落
あ
り

４
／
22
（
金
）
早
朝
に

８
組
川
上
バ
ス
停
横
並
び

の
元
岡
部
家
の
手
前
側
の

法
面
が
崩
落
し
た
。

市
役
所
に
連
絡
し
即
日
対

応
に
よ
り
、
業
者
が
土
砂

撤
去
済
み
に
て
交
通
へ
の

影
響
は
な
か
っ
た
。

４
／
27
（
水
）
早
朝
に
８
組
国
府
田
家
の

入
口
階
段
の
下
側
で
、
電
柱
支
線
の
ア
ン
カ
ー

部
分
の
法
面
が
崩
落
し
た
。

市
役
所
に
連
絡
し
即
日
対
応
に
よ
り
、
業
者

が
土
砂
撤
去
済
み
に
て
交
通
へ
の
影
響
は
な

か
っ
た
。
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行
者

須
崎
協
議
会

文
化
厚
生
部

下
田
市
須
崎
一
七
九
九
番
地

須
崎
漁
民
会
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０
５
５
８
（
２
２
）
８
０
５
６

題字:梅田弥祐先生

1
か
月
が
経
過
し
て須

崎
区
長

森
田

学

正
式
に
区
長
に
決
ま
っ
て
1
か
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
も
新
し
い
変
異
株
が
出
て
く
る
な
ど
収
束
が
見

え
な
い
中
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
進
み
重
症
化
す
る
こ
と

が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
社
会
は
経
済
優
先
と
な
り
連
休

中
も
多
く
の
県
外
車
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

相
変
わ
ら
ず
マ
ナ
ー
を
守
れ
な
い
人
も
多
く
、
先
日
も

密
猟
の
現
行
犯
で
注
意
を
受
け
た
人
も
い
ま
し
た
。
ま

た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
た
跡
も
あ
り
ト
コ
ブ
シ
（
密
漁
？
）

な
ど
の
焼
け
た
貝
殻
が
捨
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

観
光
客
に
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
美
し
い
自
然
を
楽
し
ん

で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
4
月
の
終
わ
り
は
大
雨
が
降
る
こ
と
も
あ
っ

た
た
め
、
須
崎
線
の
爪
木
口
か
ら
須
崎
港
ま
で
の
間
で

道
路
横
の
法
面
が
崩
落
し
、
交
通
に
影
響
が
出
そ
う
に

な
り
ま
し
た
。
幸
い
発
見
が
早
か
っ
た
た
め
、
市
に
連

絡
し
土
砂
や
落
石
の
処
理
を
し
て
も
ら
い
大
事
に
は
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
道
路
わ
き
に
空
き
地
と
な
っ
て
い

る
場
所
も
あ
り
、
木
が
成
長
し
道
路
に
被
さ
っ
て
い
る

場
所
も
見
ら
れ
ま
す
。

市
で
は
個
人
の
土
地
の
処
理
は
で
き
な
い
の
で
、
土
地

の
持
ち
主
に
処
理
し
て
頂
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
周

辺
の
方
で
所
有
者
が
分
か
り
許
可
が
取
れ
た
ら
一
部
伐

採
も
可
能
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
歩
行
者
等
の
安

全
確
保
の
た
め
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

4
月
後
半
か
ら
6
月
初
め
に
か
け
て
の
会
議
等
の
報

告
と
予
定
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
4
月
25
日
（
月
）

下
田
地
区
海
の
安
全
運
動
推
進
会
議
（
区
長
出
席
）

・
令
和
3
年
度
の
海
難
事
故
報
告
・
・
・

事
故
の
多
く
は
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
（
13
隻
／
19
隻
中
）

人
身
事
故
は
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
関
連
（
47
人
／
73
人
中
）

須
崎
で
も
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
で
流
さ
れ
死
亡
1
名
、

沖
の
磯
か
ら
戻
れ
な
い
、
子
ど
も
が
風
で
流
さ
れ
る
等

で
レ
ス
キ
ュ
―
出
動
す
る
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

・
令
和
4
年
度
の
対
策
活
動
・
・
・

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
に
伴
う
事
故
防
止
、
小
型
船
舶
の
事

故
防
止
に
重
点
を
置
い
た
安
全
運
動
を
展
開
す
る
。

知
床
半
島
で
の
事
故
の
話
も
あ
り
、
安
全
な
操
業
を
お

願
い
し
ま
す
。

②
4
月
26
日
（
火
）

下
田
市
夏
期
海
岸
対
策
協
議
会
支
部
長
会
議

（
区
長
出
席
）

・
今
年
度
の
海
水
浴
場
開
設
に
つ
い
て
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
つ
い
て
・
・
・

従
来
の
感
染
症
予
防
対
策
に
変
化
は
な
い
が
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
視
覚
的
に
啓
発
す
る
た
め
に
設
置

し
た
「
ロ
ー
プ
に
よ
る
枠
」
は
今
年
度
設
置
せ
ず
、
啓

発
看
板
や
放
送
等
で
の
注
意
喚
起
と
す
る
そ
う
で
す
。

・
今
後
の
感
染
状
況
等
に
よ
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
変

更
も
あ
る
。

5
月
10
日
（
火
）
夏
期
海
岸
対
策
協
議
会

審
議
会
、

支
部
長
会
議

6
月
2
日
（
木
）
夏
期
海
岸
対
策
協
議
会

総
会

（
最
終
決
定
）

③
4
月
27
日
（
水
）

下
田
市
行
政
協
力
委
員
会
議
（
前
期
）

・
退
任
区
長
表
彰
、
今
年
度
協
力
委
員
委
嘱
状
交
付

市
役
所
幹
部
職
員
紹
介
、
各
課
等
の
業
務
内
容
・
連
絡

事
項
に
つ
い
て

・
下
田
市
区
長
連
絡
協
議
会
・
・
・

下
田
市
区
長
会
副
会
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
副
会
長

は
社
会
福
祉
協
議
会
の
理
事
に
自
動
的
に
選
出
さ
れ
る

そ
う
で
す
。

連
休
中
の
爪
木
崎
の
様
子
に
つ
い
て

①
サ
ザ
エ
な
ど
の
密
猟
者
が
海
上
保
安
庁
職
員
に
発
見

さ
れ
ま
し
た
。

②
斜
面
を
使
い
浜
へ
の
侵
入
防
止
ポ
ー
ル
を
越
え
て
海

女
小
屋
奥
ま
で
侵
入
し
、
流
木
で
焚
火
を
し
て
い
た
車

を
発
見
し
た
た
め
警
察
官
に
同
席
し
て
も
ら
い
注
意
を

し
ま
し
た
。
海
上
保
安
庁
職
員
も
来
て
い
た
た
め
同
時

に
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
（
モ
リ
を
持
参
し
て
い
た
た

め
注
意
）

ま
た
、
今
後
の
課
題
と
し
て
津
島
神
社
の
祭
典
開
催

が
あ
り
ま
す
。

特
に
神
輿
の
担
ぎ
手
を
須
崎
に
残
っ
て
い
る
人
だ
け
で

は
難
し
い
天
王
組
の
組
長
に
も
須
崎
合
同
会
議
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
決
定
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
組
の
再
編
成
・
氏
子
会
等
大
き
な
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。

運
営
上
慣
れ
な
い
事
等
が
多
々
あ
り
ま
す
が
、
区
民
の

皆
様
の
協
力
を
得
な
が
ら
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
連
絡
く
だ
さ
い
。

四
月
の
実
施
行
事

1
日(

金)

回
覧
日
、

2
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

5
日(

火)

わ
ら
い
の
輪
の
会

6
日(

水)

古
着
回
収

7
日(

木)

浜
崎
小
学
校
入
学
式

12
日(

火)

リ
サ
イ
ク
ル
分
別
収
集

〃

狂
犬
病
予
防
接
種
（
漁
協
前
）

13
日(

水)

新
・
下
田
中
学
校
入
学
式

〃

下
田
岳
精
会
詩
吟
研
修
会
中
止

14
日(

木)

区
協
議
会
定
例
会

15
日(

金)

回
覧
日
、

16
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

20
日(

水)

古
着
回
収

25
日(

月)

海
の
安
全
推
進
会
議

26
日(

水)

リ
サ
イ
ク
ル
分
別
収
集

〃

夏
期
海
岸
対
策
推
進
支
部
長
会

27
日(

木)

行
政
協
力
委
員
会

29
日(

金)

【
昭
和
の
日
】

五
月
の
予
定
行
事

3
日(

火)

【
憲
法
記
念
日
】

4
日(

水)

【
み
ど
り
の
日
】

5
日(

木)

【
こ
ど
も
の
日
】

7
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

8
日(

日)

わ
ら
い
の
輪
の
会

10
日(

火)

回
覧
日
、

〃

市
海
水
浴
場
対
策
審
議
会

11
日(

水)

リ
サ
イ
ク
ル
分
別
収
集

12
日(

木)

区
協
議
会
定
例
会

18
日(

水)

古
着
回
収

21
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

〃

第
83
回
国
際
黒
船
祭(

花
火
大
会)

22
日(

日)

第
83
回
国
際
黒
船
祭

25
日(

水)

リ
サ
イ
ク
ル
分
別
収
集

〃

浜
崎
青
少
年
育
成
会

27
日(

金)

須
崎
区
合
同
会
議

31
日(

火)

高
齢
者
フ
レ
イ
ル
測
定
運
動

六
月
の
予
定
行
事

1
日(

水)

古
着
回
収

2
日(

木)

天
理
教
講
話
会

3
日(

金)

回
覧
日
、

4
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

8
日(

水)

リ
サ
イ
ク
ル
分
別
収
集

〃

わ
ら
い
の
輪
の
会

15
日(

水)

古
着
回
収

17
日(

金)

回
覧
日
、

18
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

22
日(

水)

リ
サ
イ
ク
ル
分
別
収
集



下
田
市
新
庁
舎
建
設
の
説
明
会

下
田
市
で
は
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
案
の

策
定
か
ら
再
三
に
亘
り
用
地
や
施
設
変
更
な

ど
に
よ
っ
て
大
幅
に
遅
れ
て
い
ま
す
。

今
期
新
庁
舎
基
本
計
画
案
（
改
訂
版
）
を

基
に
市
民
の
意
見
を
参
考
と
す
る
た
め
基
本

計
画
に
関
す
る
市
民
説
明
会
を
開
催
す
る
。

〈
日
時
・
場
所
〉

令
和
４
年
５
月
12
日
（
木
）
19
時
～

下
田
市
民
文
化
会
館

小
ホ
ー
ル

〈
説
明
項
目
〉

①
現
状
と
課
題

②
基
本
理
念
・
導
入
機
能

③
施
設
計
画

④
整
備
手
順
等

⑤
現
庁
舎
跡
地
の
活
用
の
方
向
性
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須
崎
半
島
全
て
が
学
び
の
場
の
よ
さ
を
生
か
し
、

心
豊
か
な
子
供
に

浜
崎
小
学
校
校
長

菊
池

正
仁

四
月
二
十
一
日
に
、
参
観
日
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
あ
っ

て
、
私
に
と
っ
て
、
浜
崎
小
学
校
に
赴
任
し
て
初
め

て
の
対
面
で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
で
し
た
。
会
長
さ
ん
を

は
じ
め
と
し
た
役
員
の
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
に
よ
り
、

ス
ム
ー
ズ
な
会
の
進
行
と
な
り
ま
し
た
。
総
会
の
中

で
は
、
進
ん
で
学
校
へ
奉
仕
し
た
い
意
の
お
力
添
え

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
い
た
だ
き
、
心
に
響
き
ま
し
た
。

そ
の
後
の
学
級
懇
談
会
で
も
、
学
級
や
他
の
子
供
た

ち
に
対
す
る
温
か
い
お
言
葉
も
い
た
だ
い
た
こ
と
を

担
任
か
ら
聞
き
ま
し
た
。
感
染
症
対
策
と
し
て
多
く

の
制
限
が
あ
る
中
で
、
ご
協
力
い
た
だ
け
た
こ
と
は

本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
浜
崎
小
学
校
の
よ

さ
は
、
ご
家
庭
の
力
に
大
き
く
支
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
ご
家
庭

が
多
い
の
は
正
に
地
域
の
力
そ
の
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。話

は
変
わ
り
ま
す
が
、
人
間
の
脳
に
は
「
海
馬
」

と
い
う
部
分
が
あ
り
、
こ
の
部
分
は
「
記
憶
の
司
令

塔
」
と
呼
ば
れ
人
に
愛
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
達

す
る
部
分
で
す
。
今
、
全
国
的
に
愛
さ
れ
て
い
る
と

感
じ
て
い
な
い
子
供
が
多
く
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
地
区
の
良
さ
を
生
か
し
、
授
業
や
活
動
を

工
夫
し
て
い
け
ば
、
き
っ
と
「
海
馬
」
も
発
達
す
る

は
ず
で
す
。
「
脳
細
胞
は
自
分
の
思
う
よ
う
に
配
列

す
る
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
夢
を
描
き
、
目
標
を

達
成
し
た
い
と
い
う
脳
細
胞
は
、
そ
の
実
現
の
た
め

に
活
発
に
活
動
し
、
配
列
す
る
そ
う
で
す
。
そ
の
こ

と
が
行
動
に
つ
な
が
り
、
行
動
の
積
み
重
ね
が
習
慣

に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
習
慣
が
子
供
の
性
格

を
形
成
し
て
い
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
よ
い
夢
・
よ
い

思
い
は
、
よ
い
人
生
を
導
き
ま
す
。
す
べ
て
の
子
供

た
ち
が
自
分
の
力
を
信
じ
、
力
を
出
し
て
努
力
す
る

よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
今
年
も
須
崎
区
の
皆
さ
ん
の
お
力

を
お
借
り
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
年
度
は

「
須
崎
半
島
全
て
が
学
び
の
場
」
を
合
言
葉
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
日
本
全
国
に
誇
る
天
草
漁
、
教
科

書
で
紹
介
さ
れ
る
ジ
オ
、
自
分
で
開
く
干
物
、
海
の

美
し
さ
や
豊
か
な
生
物
、
日
本
に
三
つ
あ
る
御
用
邸

の
一
つ
須
崎
御
用
邸
、
民
宿
発
祥
の
地
な
ど
な
ど
、

学
び
の
チ
ャ
ン
ス
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
た

だ
「
す
ご
い
！
」
だ
け
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、

子
供
た
ち
な
り
に
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
考
え
た
り
、

意
見
を
も
っ
た
り
、
発
信
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
の
心
豊

か
な
成
長
の
た
め
に
、
家
庭
・
地
域
学
校
が
連
携
・

協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
地
区
に
は

そ
れ
が
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
関
係
す
る
皆
さ

に
、
お
会
い
で
き
る
こ
と
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

～
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
～

《

四

月

》

？
日

田
中

一
男
さ
ん

73
歳
（
三
好
屋
）

13
日

田
中

孝
子
さ
ん

91
歳
（
小
金
屋
）

14
日

飯
田

愛
子
さ
ん

94
歳
（
恵

屋
）

30
日

田
中

和
夫
さ
ん

78
歳
（
西
は
じ
）

ご意見募集

市、区などへの
ご意見、ご要望
ご提言、ご質問

身近な話題

「わが家の自慢」
何でも結構です
お寄せ下さい。

須崎協議会事務所

須
崎
で
見
ら
れ
る
野
鳥

丑
嶋

久
雄

13
，
キ
ジ
バ
ト
（
雉
鳩
）

最
近
、
鶯
や
イ
ソ
ヒ
ヨ
ド
リ
の
美
し
い
囀
り
が
聞
か
れ
ま

す
が
、
そ
れ
に
混
じ
っ
て
低
い
ド
ス
の
き
い
た
「
デ
デ
ッ
ポ
ッ

ポ
ー
」
と
い
う
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
「
キ
ジ
バ
ト
」

で
す
。
電
線
な
ど
高
い
と
こ
ろ
に
と
ま
っ
て
鳴
い
て
い
ま
す
。

キ
ジ
バ
ト
は
体
長
約
33
㎝
。
体
色
は
雌
雄
同
色
で
茶
褐
色
か

ら
紫
灰
色
、
翼
に
黒
と
赤
褐
色
の
鱗
状
の
模
様
が
あ
る
の
が

特
徴
で
す
。
キ
ジ
の
雌
に
体
の
色
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
キ

ジ
バ
ト
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ユ
ー
ラ
シ
ア
大

陸
東
部
と
日
本
に
分
布
し
て
お
り
、
日
本
で
は
全
国
で
見
ら

れ
ま
す
が
「
ヤ
マ
バ
ト
」
と
い
う
別
名
の
と
お
り
、
か
つ
て

は
山
岳
地
帯
に
生
息
し
、
め
っ
た
に
人
前
に
姿
を
現
し
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
１
９
７
０
年
代
に
は
都
市
部
に
も
現
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
農
作
物
へ
の
被
害
も
出
て
、
ハ
ト
の
仲

間
で
は
唯
一
、
狩
猟
鳥
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
公
園
や
神

社
な
ど
で
多
数
見
か
け
る
ド
バ
ト
（
堂
鳩
）
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

原
産
の
鳩
で
す
が
狩
猟
鳥
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

雑
食
性
で
あ
る
キ
ジ
バ
ト
は
林
の
中
や
草
地
、
農
耕
地
な

ど
の
地
上
を
歩
き
な
が
ら
採
餌
し
、
主
に
草
や
木
の
実
を
食

べ
る
ほ
か
昆
虫
類
、
ミ
ミ
ズ
な
ど
も
食
べ
ま
す
。
鳩
の
子
育

て
は
一
風
変
わ
っ
て
い
て
、
ヒ
ナ
が
生
ま
れ
る
と
虫
な
ど
の

餌
を
口
に
運
ぶ
の
で
は
な
く
親
が
体
内
で
作
っ
た
「
ピ
ジ
ョ

ン
ミ
ル
ク
」
と
よ
ば
れ
る
ミ
ル
ク
を
口
移
し
で
与
え
て
い
る

の
だ
そ
う
で
す
。

イ
ソ
ッ
プ
も
の
が
た
り
に
、
ハ
ト
と

ア
リ
の
お
話
が
あ
る
の
を
ご
ぞ
ん
じ
で

す
か
。

「
の
ど
の
か
わ
い
た
ア
リ
が
泉
に
水
を

飲
み
に
や
っ
て
来
ま
し
た
が
、
落
ち
て

お
ぼ
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
木
の
上

か
ら
そ
れ
を
見
つ
け
た
ハ
ト
が
、
小
枝

を
投
げ
て
や
っ
た
の
で
、
ア
リ
は
そ
れ

に
つ
か
ま
り
、
た
す
か
り
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
猟
師
が
ハ
ト
を
ね
ら
っ

て
い
る
と
こ
ろ
に
通
り
か
か
っ
た
ア
リ

は
、
猟
師
の
足
に
噛
み
つ
い
て
ね
ら
い

を
は
ず
し
、
ハ
ト
の
い
の
ち
を
救
い
ま
し
た
。
」

と
い
う
お
話
で
す
。

こ
の
ハ
ト
に
は
キ
ジ
バ
ト
が
似
合
い
ま
す
ね
。

４

月

の

学

校

の

様

子

4
／
7

入
学
式

（
14
名
の
1
年
生
が
入
学
し
ま
し
た
）

4/14 交通安全教室（1～4年生）4/21 授業参観日

い
の
し
し
ニ
ュ
ー
ス

４
月
の
捕
獲
情
報

14
日
（
木
）
は
こ
罠

１
頭

３
０
㌔
メ
ス

法
円
寺
跡
地
の
附
近
に
て

27
日
（
水
）
は
こ
罠

１
頭

２
０
㌔
オ
ス

〃

１
頭

１
５
㌔
メ
ス

権
右
の
貸
し
住
宅
に
て

イ
ノ
シ
シ
に
ご
注
意

先
月
号
で
も
記
載
し
ま
し
た
が
、
イ
ノ
シ
シ

の
活
動
が
活
発
化
し
て
お
り
広
範
囲
に
行
動
を

し
て
い
ま
す
。
須
崎
の
各
所
で
出
没
し
て
い
る

情
報
は
聞
い
て
い
ま
す
。

特
に
畑
や
山
林
被
害
の
ほ
か
、
畑
道
や
土
手
の

被
害
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

猪
駆
除
の
会
で
は
、
今
ま
で
通
り
駆
除
活
動
を

継
続
し
て
い
ま
す
が
一
向
に
減
り
ま
せ
ん
。

思
わ
ぬ
場
所
で
猪
と
遭
遇
す
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
危
害
を
加
え
ず
逃
げ
て
下
さ
い
。


